








我々はメチルグァニジン(MG)が活性酸素により産生することを見出し,ネフローゼ惹起物

質が MG 産生を増加させることより活性酸素が腎障害と関連していることを見出した。また

サイコサポニンに MG 産生抑制作用を認め,柴苓湯をステロイド減量,離脱困難例に用い,7

例でそれが可能となった。またMG抑制作用の知られる大黄甘草湯を腎不全20例に用い,BUN

の有意な低下を認めた。 


